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高校生インタビュー　第３弾♪

12月定例会
12月 4日（火） 本 会 議（開会日）
12月11日（火） 一般質問
12月12日（水） 一般質問
12月13日（木） 一般質問
12月19日（水） 本 会 議（最終日）
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翁
長
元
県
知
事
が
亡
く
な
っ
て
か
ら
、
家

族
と
政
治
の
こ
と
に
つい
て
、
話
す
る
こ
と
が

多
く
な
っ
た
。

　
基
地
に
つい
て
は
、ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
自
分
の

家
周
辺
を
旋
回
し
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
騒

音
が
気
に
な
り
ま
す
。

　
友
人
と
は
、
政
治
に
つい
て
は
ほ
と
ん
ど
話

題
に
な
ら
な
い
で
す
。

　
父
が
政
治
に
興
味
が
あ
る
た
め
、
よ
く
話

題
と
な
り
ま
す
。特
に
、基
地
問
題
と
か
、沖

縄
関
連
が
多
い
で
す
。ま
た
、
基
地
の
移
設
に

つ
い
て
は
、
賛
否
に
つ
い
て
も
話
題
と
な
り
ま

す
。

　
友
人
と
は
、
政
治
に
つい
て
は
ほ
と
ん
ど
話

題
に
な
ら
な
い
で
す
。

　
那
覇
市
に
住
ん
で
い
た
こ
と
が
あ
り
、
那

覇
市
に
住
ん
で
い
た
こ
ろ
と
比
べ
て
、
排
気
ガ

ス
の
臭
い
が
全
く
し
な
い
と
こ
ろ
で
す
。空
気

が
と
て
も
き
れ
い
と
感
じ
ま
す
。

　
ま
た
、
自
然
が
あ
る
と
こ
ろ
も
好
き
な
と

こ
ろ
で
す
。

　
そ
れ
と
、マ
ン
ゴ
ー
が
と
て
も
お
い
し
い
。叔

父
さ
ん
が
ト
マ
ト
農
家
を
し
て
い
る
が
、
ト
マ

ト
も
お
い
し
い
で
す
。

　
普
通
に
歩
い
て
て
も
、
挨
拶
さ
れ
た
り
す

る
と
こ
ろ
で
す
。緑
豊
か
な
と
こ
ろ
も
好
き
で

す
。

　
住
ん
で
い
る
近
辺
で
、街
灯
が
ほ
と
ん
ど
な

い
箇
所
が
あ
り
あ
ま
す
。バ
イ
ト
帰
り
に
徒

歩
で
、
帰
宅
す
る
と
き
は
、
と
て
も
暗
い
。10

時
く
ら
い
に
な
る
と
、
と
て
も
暗
く
感
じ
ま

す
。

　
通
学
に
利
用
す
る
市
内
一
周
バ
ス
が
２
時

間
に
１
本
し
か
来
な
い
た
め
、
通
学
に
不
便

を
感
じ
て
い
ま
す
。

　
豊
見
城
市
民
体
育
館
周
辺
に
つ
い
て
、
正

直
、交
通
整
備
が
整
って
か
ら
、体
育
館
が
で

き
て
も
良
か
っ
た
と
感
じ
る
。周
辺
は
交
通

渋
滞
が
よ
く
で
き
て
い
る
。

　
信
号
が
点
滅
す
る
箇
所
の
交
通
安
全
対

策
を
し
て
ほ
し
い
。、
そ
こ
は
、
事
故
が
よ
く

起
こ
る
箇
所
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
整
備
さ
れ
て
い
な
い
道
路
が
あ
る
と
思
う
。

嘉
数
公
民
館
に
行
く
と
こ
の
道
路
は
整
備
が

必
要
だ
と
感
じ
る
。そ
こ
は
、車
の
往
来
が
あ

る
が
、
歩
道
が
な
い
た
め
整
備
し
て
ほ
し
い
で

す
。

　
市
内
一
周
バ
ス
の
本
数
を
増
や
し
た
い
。平

日
だ
と
２
時
間
に
１
本
、
土
日
祝
祭
日
だ
と

さ
ら
に
４
時
間
に
１
本
し
か
通
ら
な
い
。土
曜

日
に
学
校
が
あ
る
場
合
、バ
ス
の
時
間
帯
に
合

わ
す
と
、学
校
に
遅
刻
し
て
し
ま
う
。

　
通
勤
通
学
の
利
便
性
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、

バ
ス
の
通
過
本
数
を
増
や
し
、通
過
時
刻
に

も
考
慮
し
た
い
。通
学
に
不
便
に
な
ら
な
い
よ

う
に
し
た
い
で
す
。

　
道
路
が
急
に
曲
が
っ
て
い
る
場
所
が
あ
り
、

自
転
車
で
通
る
と
き
に
、一度
停
め
て
、
降
り

て
か
ら
じ
ゃ
な
い
と
ス
ム
ー
ズ
に
通
れ
な
い
。そ

こ
は
結
構
自
転
車
が
通
る
し
、
小
学
生
も
通

る
場
所
で
、
自
分
は
何
度
か
ぶ
つ
か
っ
た
経
験

も
あ
る
の
で
、安
全
対
策
を
し
た
い
で
す
。

　
豊
見
城
市
を
活
気
の
あ
る
東
京
み
た
い
な

に
ぎ
や
か
な
街
に
し
た
い
で
す
。

　
小
中
学
校
の
時
に
通
っ
た
歩
道
整
備
が
あ

ま
り
さ
れ
て
い
な
い
箇
所
が
あ
っ
た
の
で
、
通

学
路
を
整
備
し
た
い
で
す
。

　
良
い
と
も
悪
い
と
も
い
え
な
い
。良
い
面
は
、

若
い
人
の
意
見
も
取
り
入
れ
や
す
く
な
っ
た

と
思
う
。け
れ
ど
、若
い
人
と
言
って
も
、高
校

生
だ
か
ら
、
市
長
と
か
議
員
の
こ
と
も
分
か

ら
な
い
人
が
い
る
と
思
う
し
、
意
味
も
分
か

ら
な
く
、
投
票
す
る
こ
と
が
良
い
か
わ
か
ら

な
い
。判
断
で
き
な
い
、
分
か
ら
な
い
の
に
適

当
に
投
票
し
て
も
ど
う
か
な
と
感
じ
る
。

　
政
治
に
興
味
が
な
く
て
、
候
補
者
も
知
ら

な
い
人
ば
か
り
だ
と
投
票
に
行
か
な
い
人
も

多
く
な
る
と
思
う
。

　（
高
校
生
の
18
歳
で
は
な
く
て
）
年
齢
に
よ

る
選
挙
権
で
は
な
く
て
、
社
会
人
に
な
って
か

ら
の
選
挙
権
で
も
い
い
と
は
思
い
ま
す
。

　
良
い
と
思
う
。若
い
年
齢
か
ら
実
施
す
る

こ
と
で
い
ろ
い
ろ
と
考
え
る
こ
と
に
繋
が
る
と

思
い
ま
す
。そ
の
点
で
、良
い
と
思
い
ま
す
。

　平成28年の参議院議員選挙より、選
挙権年齢が満18歳以上へと引き下げら
れ、若い世代の選挙や政治への参加が
求められております。
　多くの若い世代に選挙や政治への関
心を高めてもらうため、前々号（182号）
から“高校生インタビュー”をスタートし、
今回も引き続き実施いたします。
　第３回目は、県立南部農林高等学校
のお２人です。

高校生インタビュー！高校生インタビュー！高校生インタビュー！第3回

  い    さ        　は    づ    き

伊佐　はづき さん（17）
南部農林高等学校食料生産科　３年
趣味：サイクリング

さき  はま　    しゅう と

崎濱　秀人 さん（17）
南部農林高等学校食品加工科　３年
趣味：読書

伊
佐
さ
ん

伊
佐
さ
ん

崎
濱
さ
ん

伊
佐
さ
ん

崎
濱
さ
ん

崎
濱
さ
ん

伊
佐
さ
ん

伊
佐
さ
ん

崎
濱
さ
ん

崎
濱
さ
ん

インタビューに答えて頂いた伊佐はづきさん、崎濱秀人さん、ご協力ありがとうございました。次回もお楽しみに！

家
族
や
友
人
と
、
政
治
が
話
題
に

な
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

豊
見
城
市
の
課
題
は
何
だ
と

思
い
ま
す
か
？

政
治
家
に
な
っ
た
ら
、
豊
見
城
市
を

ど
の
よ
う
に
し
た
い
で
す
か
？

豊
見
城
市
の
好
き
な
と
こ
ろ
は
？

選
挙
権
年
齢
が
18
歳
以
上
に

な
っ
て
ど
う
思
い
ま
す
か
？
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根差部地内の側溝整備を早急に！

産業集積基盤整備事業、下水道事業、
国民健康保険特別会計について

豊政会

会派所属なし

赤嶺　一富

与那覇　清雄

　
　
　

根
差
部
地
内
市
道
253
号
線

（
245
番
地
～
269
番
地
）
の
側
溝
が

整
備
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
雨
水

が
民
家
へ
流
れ
こ
ん
で
い
る
状
況
。

側
溝
の
整
備
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
　

市
道
253
号
線
の

現
場
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
側
溝

が
設
置
さ
れ
て
お
ら
ず
、
大
雨
時

に
現
場
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
路

面
上
を
雨
水
が
流
れ
て
い
る
状
況

で
す
。
現
在
、
側
溝
整
備
に
向
け

て
業
者
へ
整
備
工
事
の
見
積
も
り

依
頼
を
し
て
い
ま
す
。
整
備
工
事

発
注
を
10
月
中
旬
ま
で
に
行
う
予

定
で
す
。

　
　
　

整
備
発
注
工
事
に
向
け
て

取
り
組
む
と
い
う
こ
と
で
し
た
が
、

工
事
は
い
つ
ご
ろ
完
了
予
定
な
の

か
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
　

工
事
発
注
を
10

月
中
旬
の
予
定
。
そ
れ
か
ら
工
期

が
11
月
、
12
月
、
２
カ
月
で
は
完

成
の
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　

根
差
部
地
内
（
274
ー
１
番

地
～
274
ー
２
番
地
）
の
側
溝
が
整

備
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
雨
水
が

民
家
へ
流
れ
込
ん
で
い
る
状
況
で

あ
り
、
民
家
か
ら
苦
情
等
が
多
く

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
側
溝
の
整

備
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　

土
地
区
画
整
理
組
合
の
進

捗
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
　

豊
見
城
市
与
根

西
部
土
地
区
画
整
理
事
業
と
し
て

昨
年
の
12
月
に
、
組
合
施
工
に
よ

る
区
画
整
理
事
業
を
認
可
し
て
い

ま
す
。

　
　
　

豊
見
城
市
与
根
（
シ
ー
サ

イ
ド
）
土
地
区
画
整
理
事
業
の
進

捗
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
　

昨
年
の
12
月
に

組
合
施
工
に
よ
る
区
画
整
理
事
業

を
認
可
し
て
い
ま
す
。

　
　
　

健
康
増
進
拠
点
地
区
の
土

地
利
用
方
針
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
　

地
域
災
害
拠
点

病
院
の
立
地
を
踏
ま
え
た
健
康
医

療
施
設
及
び
関
連
す
る
各
種
サ
ー

ビ
ス
施
設
等
の
立
地
を
図
り
ま
す
。

　
　
　

新
産
業
拠
点
地
区
の
土
地

利
用
の
方
針
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
　

既
存
施
設
等
の

創
業
環
境
の
向
上
、
交
通
利
便
性

を
生
か
し
た
新
た
な
産
業
の
た
め
、

工
業
、
流
通
両
施
設
等
の
立
地
を

図
り
ま
す
。

　
　
　

下
水
道
使
用
料
の
請
求
漏

れ
の
状
況
を
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
　

平
成
30
年
８
月

31
日
現
在
、
請
求
額
248
万
１
千
253

　
　
　
　
　
　
　

根
差
部
地
内
274

ー
１
番
地
付
近
の
里
道
の
現
場
状

況
は
、
側
溝
も
設
置
さ
れ
て
お
ら

ず
、
砂
利
舗
装
箇
所
に
水
た
ま
り

が
で
き
て
い
る
状
況
で
あ
っ
た
た

め
、
８
月
に
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装

工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。
当
該
箇

所
に
お
い
て
も
、
側
溝
整
備
の
工

事
発
注
を
10
月
中
旬
ま
で
に
行
う

予
定
で
す
。

　
　
　

そ
こ
の
工
事
の
完
了
時
期

を
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
　

こ
の
工
事
は
小

規
模
工
事
で
す
の
で
、
12
月
完
了

予
定
で
す
。

円
に
対
し
納
付
額
が
206
万
９
千
448

円
、
納
付
率
83.4
％
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
　
　

防
災
、
安
全
社
会
資
本
整

備
交
付
金
（
雨
水
事
業
）
の
活
用

状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
　

地
域
住
民
の
命

と
暮
ら
し
を
守
る
総
合
的
な
老
朽

化
対
策
や
事
前
防
災
、
減
災
対
策

等
、
地
域
に
お
け
る
総
合
的
な
生

活
空
間
の
安
全
確
保
の
取
り
組
み

を
集
中
的
に
支
援
す
る
。

　
　
　

沖
縄
振
興
公
共
投
資
交
付

金
（
汚
水
事
業
）
の
活
用
状
況
は
。

　
　
　
　
　
　
　

下
水
道
整
備
事

業
の
他
に
も
道
路
、
公
園
、
ま
ち

づ
く
り
等
を
対
象
と
し
た
交
付
金

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　

公
営
企
業
法
適
用
移
行
支

援
業
務
委
託
料
の
内
容
を
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
　

平
成
29
年
度
の

支
払
額
が
１
千
186
万
４
千
880
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　

平
成
29
年
度
の
実
質
収
支

額
７
億
590
万
６
千
406
円
の
赤
字
と

な
っ
て
い
る
が
そ
の
要
因
を
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
　

高
度
医
療
技
術

の
進
展
に
伴
う
医
療
費
の
高
騰
が

続
く
一
方
、
平
成
29
年
度
は
心
臓

等
の
移
植
手
術
、
が
ん
患
者
数
の

増
や
高
額
調
剤
費
の
増
も
医
療
費

の
大
幅
な
増
に
影
響
し
て
い
る
。

根差部地内市道 253 号線の側溝は 12 月に完了予定

質
問

質
問

質
問

質
問

経
済
建
設
部
長

質
問

質
問

経
済
建
設
部
長

経
済
建
設
部
長

都
市
計
画
部
長

側
溝
整
備
に
つ
い
て

側
溝
整
備
に
つ
い
て

経
済
建
設
部
長

質
問

都
市
計
画
部
長

質
問

都
市
計
画
部
長

質
問

都
市
計
画
部
長

下
水
道
事
業
に
つ
い
て

上
下
水
道
部
長

質
問

上
下
水
道
部
長

質
問

上
下
水
道
部
長

質
問

上
下
水
道
部
長

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
に
つ
い
て

質
問

国
保
年
金
課
長

産
業
集
積
基
盤
整
備
事
業
に
つ
い
て
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新庁舎周辺の交通アクセス整備が
急務である！

心地よく利用できる道路環境を！
会派所属なし
大城　敬理

　
　
　

都
市
基
盤
整
備
に
つ
い
て

永
年
の
懸
案
で
あ
っ
た
豊
見
城
市

の
行
政
セ
ン
タ
ー
（
新
庁
舎
）
が

完
成
間
近
で
あ
る
。
し
か
し
、
新

庁
舎
周
辺
の
都
市
基
盤
（
特
に
交

通
ア
ク
セ
ス
の
街
路
等
）
が
未
整

備
の
状
況
で
あ
り
、
市
民
や
来
訪

者
に
と
っ
て
不
便
を
被
ら
な
い
か

懸
念
さ
れ
ま
す
。
①
豊
見
城
中
央

線
（
県
道
11
号
線
。
高
安
南
交
差

点
か
ら
上
田
交
差
点
ま
で
）
②
饒

波
川
街
路
事
業
（
１
～
３
工
区
）

③
市
道
25
号
線
整
備
事
業
④
県
道

東
風
平
豊
見
城
線
（
保
栄
茂
・
翁

長
地
区
）
の
進
捗
状
況
、
整
備
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
伺
う
。

　
　
　
　
　

①
平
成
29
年
度
末
、

事
業
費
ベ
ー
ス
で
約
３
％
進
捗
。

当
該
区
間
及
び
上
田
交
差
点
は
、

新
庁
舎
へ
の
移
転
も
控
え
て
お
り

渋
滞
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

平
成
30
年
７
月
10
日
、
県
に
対
し
、

上
田
交
差
点
か
ら
旧
Ｎ
Ｈ
Ｋ
入
口

交
差
点
ま
で
、
早
期
供
用
に
向
け

た
優
先
的
整
備
と
上
田
交
差
点
改

良
に
つ
い
て
要
請
を
し
た
。
②
平

成
29
年
度
末
、
饒
波
川
線
外
１
線

整
備
事
業
（
１
工
区
）
は
95.2
％
、

２
工
区
は
27.7
％
、
３
工
区
は
4.4
％
。

１
工
区
は
今
年
度
高
安
南
交
差
点

及
び
市
道
54
号
線
と
の
取
付
け
工

事
予
定
で
、
翌
年
度
完
了
予
定
。

３
工
区
は
平
成
32
年
度
着
工
予

定
、
２
工
区
は
饒
波
川
線
と
豊
見

　
　
　

①
昨
年
９
月
の
一
般
質
問

で
も
取
り
上
げ
た
、
市
道
26
号
線

の
一
部
（
高
嶺
公
民
館
付
近
）
の

ガ
ー
ド
パ
イ
プ
の
腐
食
や
歩
道
上

の
舗
装
状
態
が
悪
い
が
対
応
を
伺

う
。
②
市
内
の
道
路
状
況
が
非
常

に
悪
い
。
市
道
の
一
斉
点
検
を
行

い
、
補
修
な
ど
の
対
応
が
で
き
な

い
か
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
　

①
修
繕
工
事
を

行
い
ま
す
。
今
年
度
、
実
施
設
計

委
託
業
務
を
発
注
す
る
予
定
で
す
。

現
在
、
発
注
に
向
け
て
準
備
を
行

っ
て
い
ま
す
。
実
施
設
計
が
終
わ

っ
た
ら
、
次
年
度
以
降
、
工
事
発

注
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

②
職
員
、
臨
時
職
員
に
よ
る
日
常

の
移
動
や
週
一
回
の
道
路
パ
ト

ロ
ー
ル
に
て
舗
装
等
の
点
検
を
実

施
し
て
お
り
、
そ
の
際
に
発
見
し

た
危
険
箇
所
等
は
、
早
急
に
対
応

す
る
よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
。
市

道
の
一
斉
点
検
は
、
先
に
実
施
し

た
道
路
ス
ト
ッ
ク
総
点
検
調
査
委

託
業
務
が
終
了
し
て
お
り
、
そ
の

調
査
報
告
に
あ
る
点
検
結
果
を

ベ
ー
ス
に
、
平
成
30
年
度
に
て
市

内
道
路
の
舗
装
長
寿
命
化
修
繕
計

画
策
定
委
託
業
務
を
発
注
し
て
お

り
、
補
修
が
必
要
な
区
間
の
抽
出

を
行
い
、
舗
装
の
修
繕
が
効
率
的

に
実
施
で
き
る
よ
う
、
優
先
順
位

城
中
央
線
と
の
交
差
を
交
差
点
距

離
が
短
か
く
高
低
差
が
大
き
い
た

め
、
立
体
交
差
点
に
す
る
と
の
協

議
が
な
さ
れ
、
市
道
31
号
線
に
変

わ
る
取
付
道
路
や
高
安
南
交
差
点

か
ら
の
進
入
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

③
県
道
256
号
線
か
ら
360
ｍ
（
上
田

130
番
地
）
ま
で
の
進
捗
は
平
成
29

年
度
末
52.9
％
。
④
当
該
区
間
の
用

地
取
得
は
81
筆
中
69
筆
契
約
済
、

85.2
％
。
平
成
31
年
度　

工
事
着
手

予
定
で
す
。

　
　
　

昨
今
の
建
設
業
等
を
取
り

巻
く
環
境
は
、
人
材
不
足
や
資
材

等
の
高
騰
に
よ
り
、
非
常
に
厳
し

い
状
況
下
に
置
か
れ
て
お
り
、
今

後
も
、
競
争
の
激
化
に
よ
っ
て
工

事
等
の
適
正
な
履
行
や
品
質
の
確

保
が
可
能
か
懸
念
さ
れ
る
。
ダ
ン

ピ
ン
グ
防
止
を
目
的
に
設
定
し
て

い
る
最
低
制
限
価
格
を
引
き
上
げ

ら
れ
な
い
か
、
見
解
を
求
め
る
。

　
　
　
　
　
　
　

沖
縄
県
が
沖
縄

県
建
設
業
審
議
会
の
答
申
を
基
本

に
算
出
式
の
見
直
し
、
上
限
値
の

撤
廃
に
つ
い
て
平
成
28
年
４
月
に

実
施
。
本
市
も
同
年
６
月
に
実
施
。

現
時
点
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
考

え
て
い
な
い
。

を
つ
け
、
整
備
計
画
の
平
準
化
に

よ
る
修
繕
計
画
の
策
定
を
行
い
ま

す
。

　
　
　

一
斉
点
検
で
、
補
修
が
必

要
な
個
所
を
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
　

116
路
線
の
う
ち
、

修
繕
が
必
要
な
箇
所
は
52
件
と
い

う
結
果
で
す
。

　
　
　

修
繕
が
必
要
な
箇
所
52
件

に
つ
い
て
は
、
ど
の
ぐ
ら
い
の
期

間
で
全
て
終
わ
る
予
定
で
計
画
し

て
い
る
か
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
　

今
年
度
、
舗
装

長
寿
命
化
修
繕
計
画
を
策
定
中
な

の
で
、
そ
の
修
繕
計
画
の
策
定
業

務
の
中
で
、
優
先
順
位
を
つ
け
て

整
備
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

　

・
不
妊
治
療
の
助
成
に
つ
い
て

　

・
県
民
投
票
に
対
す
る
市
長
の
見

　

解
に
つ
い
て

修繕工事発注に向けて進み出した市道 26 号線

質
問

質
問

質
問

経
済
建
設
部
長

質
問

質
問

都
市
計
画
部
長

環
境
整
備
に
つ
い
て

豊政会
當銘　清弘

道
路
課
長

最
低
制
限
価
格
の
引
き
上
げ
を

経
済
建
設
部
長

経
済
建
設
部
長
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指
定
管
理
者
の
報
告
に
つ

い
て
、
個
人
情
報
保
護
の
観
点
で

黒
塗
り
す
る
こ
と
は
間
違
い
だ
と

思
う
が
、
そ
の
根
拠
を
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
　

個
人
情
報
、
公

園
指
定
管
理
者
の
法
人
等
に
関
す

る
情
報
。
個
人
情
報
保
護
制
度
に

て
、
営
業
、
販
売
活
動
等
に
関
す

る
情
報
、
経
営
に
関
す
る
情
報
、

生
産
技
術
等
に
関
す
る
情
報
、
信

用
に
関
す
る
情
報
、
経
理
、
人
事

等
に
関
す
る
情
報
な
ど
、
法
人
等

の
不
利
益
と
な
る
情
報
と
し
て
、

該
当
箇
所
を
非
公
開
と
し
た
。
全

て
を
非
公
開
と
は
せ
ず
、
法
人
等

の
不
利
益
と
な
る
情
報
を
精
査
し
、

一
部
を
非
公
開
と
し
た
。

　
　
　

次
年
度
の
待
機
児
童
数
が

気
に
な
り
ま
す
が
、
次
年
度
の
取

り
組
み
を
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

会派所属なし
楚南　留美

待機児童のいない豊見城市を

通学路の安全対策は重要！

　
　
　

市
道
10
号
線
字
与
根
（
市

体
育
館
入
口
付
近
よ
り
旧
豊
見
城

カ
ン
ト
リ
ー
向
け
）、
市
道
36
号

線
字
饒
波
（
長
嶺
小
学
校
横
）
及

び
市
道
32
号
線（
饒
波
バ
ス
停
前
）

の
ガ
ー
ド
パ
イ
プ
に
は
腐
食
が
見

ら
れ
ま
す
。
安
全
を
考
慮
し
早
急

に
改
修
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

ま
す
が
見
解
を
伺
う
。

　
　
　
　
　

議
員
ご
指
摘
の
市
道

10
号
線
の
防
護
柵
設
置
に
つ
い
て

は
今
年
度
実
施
す
る
予
定
と
な
っ

て
お
り
、
市
道
36
号
線
及
び
市
道

32
号
線
に
お
い
て
も
次
年
度
以
降
、

他
路
線
の
状
況
も
確
認
し
な
が
ら

判
断
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　

①
現
庁
舎
跡
地
は
、
近
隣

商
業
地
用
途
が
見
直
さ
れ
た
が
跡

地
利
用
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
。
②
公
募
の
時
期
に
つ
い

て
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
　

①
現
庁
舎
の
敷

地
は
、
第
一
種
住
居
地
域
及
び
第

一
種
低
層
住
居
専
用
地
域
か
ら
近

隣
商
業
地
域
に
変
更
さ
れ
、
土
地

利
用
の
方
針
と
し
て
、
交
通
の
利

便
性
を
生
か
し
た
日
常
生
活
を
支

え
て
い
る
商
業
棟
の
集
積
を
図
る

地
区
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
跡
地
利

用
に
つ
い
て
は
、
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
に
お
い
て
身
近
な

生
活
拠
点
と
し
て
位
置
づ
け
ら

　
　
　
　
　
　
　

平
成
31
年
度
は
、

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画

の
更
新
年
、
待
機
児
童
の
解
消
に

取
り
組
む
。

　
　
　
現
認
可
保
育
園
が
認
定
こ

ど
も
園
も
全
て
や
る
と
の
事
。
次

年
度
５
歳
児
の
待
機
が
出
ま
し
た

と
い
う
こ
と
は
な
い
か
、
そ
れ
だ

け
確
認
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　

待
機
が
出
な
い

よ
う
な
形
で
準
備
を
し
て
い
ま

す
。　

　
　

そ
の
他
の
質
問

・
豊
崎
か
ら
与
根
へ
の
道
路
交
通

　

規
制
に
つ
い
て

・
与
根
漁
港
に
造
る
お
魚
セ
ン
タ
ー
、

　

レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
に
つ
い
て

れ
、
商
業
棟
の
都
市
機
能
集
積
を

誘
導
し
、
日
常
生
活
の
利
便
性
に

資
す
る
場
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
商
業
施
設
の
誘
致
を
検
討
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
②
豊
見
城

市
市
有
地
利
用
対
策
委
員
会
に
諮

り
た
い
と
考
え
て
お
り
、
公
募
の

時
期
に
つ
い
て
は
現
時
点
で
は
未

定
。
な
お
豊
見
城
市
市
有
地
利
用

対
策
委
員
会
の
第
一
回
目
の
開
催

時
期
に
つ
い
て
は
、
来
年
２
月
頃

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
　
　

①
区
画
整
理
事
業
本
換
地

に
向
け
た
現
在
の
状
況
に
つ
い
て

伺
う
。
②
事
業
終
了
後
の
本
市
の

考
え
を
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
　

①
当
区
画
整
理

組
合
に
よ
る
と
、
今
年
度
は
公
園

等
の
整
備
や
保
留
地
処
分
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
換
地
処
分
を
来
年

度
に
行
う
予
定
の
事
業
計
画
と

な
っ
て
お
り
、
現
在
、
換
地
計
画

に
お
け
る
本
市
と
那
覇
市
の
境
界

に
つ
い
て
、
両
市
で
協
議
を
進
め

て
い
ま
す
。
②
今
後
換
地
処
分
が

あ
れ
ば
、
区
画
整
理
法
に
基
づ
き
、

本
市
の
市
域
に
位
置
す
る
公
共
施

設
は
本
市
へ
移
管
さ
れ
ま
す
。

質
問

質
問

総
務
企
画
部
長

都
市
計
画
部
長

質
問

質
問

質
問

道
路
課
長

日本共産党
儀間　盛昭

市の公園管理業者の事業計画も
黒塗りはおかしい

経
済
建
設
部
長

福
祉
健
康
部
長

現
庁
舎
跡
地
利
用
に
つ
い
て

我
那
覇
後
原
地
域
、
事
業
開
始

か
ら
40
年
早
期
の
事
業
完
了
を

市
民
に
は
要
求
に
応
え
た
公
園

管
理
か
ど
う
か
知
る
権
利
が
あ
る

待
機
児
童
解
消
は
市
長
公
約
だ

質
問

福
祉
健
康
部
長

認
定
こ
ど
も
園
で
待
機
児
童

解
消
に
つ
な
が
る
か
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庁舎建設工事（庁舎棟）の
工事請負契約の変更について

大躍進！！ 根差部ベースナイン☆︎
高円宮賜杯全国準優勝おめでとう！！

会派所属なし

豊政会

比嘉　仁一

德元　次人

　
　
　

建
設
変
更
に
関
す
る
契
約

の
前
後
の
金
額
の
差
違
に
つ
い
て

伺
う
。

　
　
　
　
　
　
　

主
な
工
種
（
土

木
・
地
業
・
鉄
筋
・
コ
ン
ク
リ
ー

ト
・
型
枠
工
事
）
は
、
契
約
時
点

は
、
３
億
３
千
１24
万
６
千
円
で
、

同
契
約
変
更
後
は
３
億
２
千
３６4
万

８
千
円
で
、
そ
の
差
違
金
額
は
、

7５９
万
８
千
円
の
減
額
で
あ
る
。
鉄

骨
工
事
は
契
約
時
点
は
３
億
８
千

６９３
万
１
千
円
で
、
同
契
約
変
更
後

は
３
億
９
千
８５１
万
２
千
円
で
あ
り
、

１
千
１５８
万
１
千
円
の
増
額
の
差
違

で
あ
る
。

　

そ
の
他
、
タ
イ
ル
工
事
・
金
属

工
事
・
金
属
製
建
具
工
事
等
々
の

変
更
前
後
の
増
減
額
の
差
違
額
と

な
っ
て
い
る
。

　
　
　

変
更
に
つ
い
て
の
事
前
の

協
議
は
な
か
っ
た
の
か
伺
う
。　
　

　
　
　
　
　
　
　

十
分
協
議
し
た

結
果
の
変
更
増
減
額
で
あ
る
。

　
　
　

金
属
工
事
・
ピ
ク
チ
ャ
ー

レ
ー
ル
・
管
理
用
カ
ー
テ
ン
・
内

装
工
事
・
内
部
床
仕
上
げ
等
々
の

工
事
は
ダ
ブ
っ
て
い
な
い
か
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
　

ダ
ブ
っ
て
い
な

い
。

　
　
　

内
外
装
工
事
の
タ
イ
ル
工

事
に
つ
い
て
、
タ
イ
ル
張
り
か
ら

　
　
　

根
差
部
ベ
ー
ス
ナ
イ
ン
が

す
ば
ら
し
い
快
挙
を
成
し
遂
げ
た

こ
と
に
行
政
と
し
て
協
力
支
援
は

必
須
。
何
か
考
え
は
。

　
　
　
　
　

準
優
勝
報
告
会
が
行

わ
れ
る
予
定
。
そ
の
際
に
市
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
よ
り
表
彰
を
検
討
。

　
　
　

市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
か
ら

の
表
彰
を
当
日
や
っ
て
も
ら
え
る

と
い
う
こ
と
で
よ
ろ
し
い
か
。

　
　
　
　
　

そ
の
通
り
で
す
。　

　
　
　

業
務
報
告
中
に
資
金
援
助

依
頼
メ
ー
ル
を
送
信
し
た
事
実
に

つ
い
て
市
長
の
心
境
は
。

　
　
　

や
は
り
複
雑
な
心
境
。
適

切
で
な
い
メ
ー
ル
だ
っ
た
。

　
　
　

こ
の
メ
ー
ル
の
事
実
確
認

を
し
た
と
き
は
「
一
切
し
て
お
り

ま
せ
ん
」
と
答
弁
し
ま
し
た
ね
。

　
　
　

「
し
て
い
ま
せ
ん
」と
言
っ

た
こ
と
も
あ
る
。

　
　
　

な
ぜ
ウ
ソ
を
つ
い
た
の
か
。

　
　
　

や
っ
た
か
ど
う
か
記
憶
に

な
か
っ
た
か
ら
。

　
　
　

選
挙
１
年
前
ま
で
に
は
、

こ
の
金
銭
問
題
は
ク
リ
ア
し
、
解

決
し
、
ゼ
ロ
に
す
る
と
我
々
と
約

束
も
交
わ
し
た
。
事
実
か
。

　
　
　

は
い
、
そ
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　

結
局
は
解
決
で
き
な
か
っ

た
。
も
う
市
長
選
に
は
出
な
い
と

一
度
は
判
断
し
ま
し
た
ね
。

ビ
ニ
ー
ル
張
り
に
変
更
し
た
と
き
、

５９５
万
１
千
円
の
増
額
に
な
っ
て
い

る
が
、
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
　

そ
れ
ぞ
れ
の
工

種
の
増
減
額
の
差
違
で
説
明
し
て

あ
る
。
そ
れ
を
参
照
頂
き
た
い
。

　
　
　

投
票
箱
保
管
室
の
警
備
上

防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
す
べ
き
と
思

う
が
、
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

沖
縄

県
知
事
選
挙
の
期
日
前
投
票
期
間

中
設
置
し
て
あ
る
。
庁
舎
の
警
備

員
は
、
通
常
の
巡
回
よ
り
多
く
巡

回
し
て
も
ら
う
よ
う
提
案
し
て
い

ま
す
。

　
　
　

３
期
目
は
出
な
い
と
い
う

こ
と
を
決
断
し
た
の
は
事
実
。

　
　
　

　
　
　

そ
の
事
実
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　

答
弁
は
差
し
控
え
る
。

　
　
　

議
会
で
二
度
と
や
ら
な
い

と
断
言
し
た
が
、
新
た
な
依
頼
の

情
報
が
あ
る
。
事
実
か
。

　
　
　

答
弁
は
差
し
控
え
ま
す
。

　
　
　

事
実
で
な
い
な
ら
否
定
し

た
ほ
う
が
い
い
で
す
よ
。

　
　
　

答
弁
は
差
し
控
え
る
。

　
　
　

市
民
に
ど
う
説
明
す
る
か
。

　
　
　

私
み
ず
か
ら
や
っ
て
な
い

が
後
援
会
が
や
っ
た
。

市
長
の
政
治
倫
理
に
つ
い
て

新
た
な
資
金
援
助
依
頼
か
！？

質
問

質
問

質
問

企
画
財
政
課
参
事

企
画
財
政
課
参
事

選
管
兼
監
査
委
員
事
務
局
長

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

教
育
部
長
　

市
長

市
長

市
長

市
長

市
長

質
問

企
画
財
政
課
参
事

質
問

教
育
部
長
　

市
長

質
問

質
問

質
問

市
長

市
長

庁
舎
建
設
工
事
請
負
契
約
の

変
更
内
容
に
つ
い
て

市民の新しい庁舎（やかた） 市民の飛躍の庁舎（やかた）

チーム全体で成し遂げた素晴らしい快挙に感動！！

企
画
財
政
課
参
事

投
票
箱
の
保
管
室
の
警
備
に

つ
い
て

市
長

市
長
が
県
管
理
の
土
地
を

無
断
使
用
！？
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防災・減災対策は政治の要！！
安心・安全なまちづくりを！！

現代こそ、不可能と思われた時代
”ビニールハウス∞再生支援”

公明党

声論会

仲田　政美

新垣　繁人

　
　
　

通
学
路
の
安
全
対
策
と
し

て
、
そ
の
周
辺
に
設
置
さ
れ
て
い

る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
安
全
調
査
に
つ

い
て
見
解
を
伺
う
。

　
　
　
　
　

学
校
敷
地
内
に
ブ

ロ
ッ
ク
塀
が
設
置
さ
れ
て
い
る
の

は
座
安
小
学
校
と
豊
見
城
中
学
校

の
２
校
。
両
学
校
に
調
査
結
果
を

報
告
し
、
地
震
時
に
は
当
該
箇
所

へ
近
づ
か
な
い
よ
う
児
童
生
徒
へ

注
意
喚
起
を
行
い
、
指
導
を
徹
底

す
る
よ
う
文
書
に
て
依
頼
し
た
。

　
　
　

注
意
喚
起
だ
け
で
は
不
十

分
。
早
期
対
応
の
見
解
を
伺
う
。

　
　
　
　
　

豊
見
城
中
学
校
は
改

修
事
業
に
伴
い
取
り
壊
し
を
予
定
。

座
安
小
学
校
は
、
補
強
方
法
や

フ
ェ
ン
ス
へ
の
取
り
か
え
な
ど
検

討
。
で
き
る
限
り
早
期
に
対
策
が

行
え
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。

　
　
　

い
つ
ど
こ
で
起
こ
る
か
わ

か
ら
な
い
自
然
災
害
に
は
適
切
な

判
断
や
行
動
が
命
を
守
る
助
け
に

な
る
。
子
ど
も
た
ち
の
防
災
意
識

を
高
め
る
に
は
、
低
学
年
用
及
び

高
学
年
用
の「
子
ど
も
防
災
手
帳
」

を
作
成
し
全
小
学
校
へ
配
布
す
る

考
え
は
な
い
か
見
解
を
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
　

子
ど
も
防
災
手

帳
は
、
子
ど
も
一
人
ひ
と
り
の
個

別
の
災
害
対
応
に
必
要
な
情
報
を

こ
の
手
帳
に
示
し
、
防
災
対
策
に

必
要
な
ツ
ー
ル
で
あ
る
と
認
識
。

　
　
　

経
年
劣
化
し
た
ビ
ニ
ー
ル

ハ
ウ
ス
の
修
繕
等
を
含
め
、
再
生

支
援
を
積
極
的
に
行
う
考
え
は
な

い
か
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
　

県
に
問
い
合
わ

せ
た
が
国
、
県
と
し
て
修
繕
の
補

助
は
な
い
と
の
こ
と
。

　
　
　

特
に
マ
ン
ゴ
ー
の
ハ
ウ
ス

で
経
年
劣
化
し
、
修
繕
で
は
な
く

新
規
で
設
置
す
る
場
合
の
影
響
を

伺
う
。

　
　
　
　
　
　
　

毎
年
収
穫
し
て

い
る
マ
ン
ゴ
ー
が
１
年
ほ
ど
実
が

つ
か
な
い
等
、
影
響
が
出
る
。

　
　
　

子
ど
も
医
療
費
の
窓
口
無

料
化
に
つ
い
て
中
学
卒
業
ま
で
対

象
に
し
て
い
く
べ
き
と
考
え
る
が

見
解
を
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　

県
の
要
綱
改

正
や
国
保
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
、
市

の
財
源
確
保
な
ど
慎
重
に
取
り
組

ま
な
い
と
い
け
な
い
。

　
　
　

６
月
議
会
で
質
問
を
し
た

が
進
捗
状
況
を
伺
う
。

　
　
　
　
　

次
年
度
対
象
の
要
望

調
査
に
つ
い
て
、
団
地
通
り
会
も

P
T
A
等
、
関
係
機
関
と
調
整

の
上
、
検
討
し
た
い
。

　
　
　

災
害
時
の
乳
幼
児
に
常
温

で
保
存
可
能
な
液
体
ミ
ル
ク
を
備

蓄
す
る
考
え
は
な
い
か
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
　

熊
本
地
震
の
際

被
災
者
支
援
に
役
立
っ
た
。
今
後

流
通
に
留
意
し
、
液
体
ミ
ル
ク
の

整
備
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。　
　
　
　

　
　
　

災
害
用
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ

レ
の
整
備
拡
充
に
つ
い
て
伺
う
。　

　
　
　
　
　
　
　

下
水
道
本
管
へ

直
接
接
続
す
る
下
流
型
と
、
各
施

設
内
で
の
貯
蓄
型
の
方
法
が
あ
り

検
討
を
図
っ
て
い
き
た
い
。　

        

２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

に
向
け
、
ウ
ー
ジ
染
め
か
り
ゆ
し

ウ
ェ
ア
の
商
品
開
発
を
推
進
し
、

販
路
拡
大
の
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
、

当
局
の
見
解
を
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
　

２
０
２
０
年
の

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
向
け
て
、
新
商
品
開
発

の
専
門
家
を
招
聘
し
な
が
ら
何
ら

か
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
い
て

新
商
品
開
発
に
つ
な
げ
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

・
骨
髄
移
植
の
ド
ナ
ー
へ
助
成
を

・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
導
入
を

・
字
座
安
の
通
学
路
整
備
を

・
路
上
寝
防
止
条
例
制
定
を

含
め
今
月
、
通
知
を
し
て
い
る
。

　
　
　

全
体
的
な
計
画
を
伺
う
。

　
　
　
　
　

で
き
る
限
り
早
期
に

全
教
室
に
設
置
で
き
る
よ
う
取
り

組
ん
で
い
く
。

　
　
　

次
年
度
か
ら
進
め
て
い
く

と
い
う
こ
と
で
よ
ろ
し
い
か
。

　
　
　
　
　

そ
の
予
定
で
す
。

　
　
　

６
月
議
会
で
質
問
し
た
が

進
捗
状
況
を
伺
う
。

　
　
　
　
　

９
月
13
日
、
県
担
当

者
に
現
状
を
見
て
い
た
だ
き
、
除

草
を
依
頼
し
た
。
県
の
回
答
を

待
っ
て
、
対
応
に
つ
い
て
検
討
し

た
い
。　
　
　

　
　
　

子
ど
も
た
ち
の
様
子
と
課

題
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　
　

と
よ
む
教
室
は
、
子

ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
状
況
に

寄
り
添
っ
た
学
習
や
生
活
指
導
が

重
要
。
よ
さ
を
伸
ば
し
つ
つ
登
校

復
帰
を
支
援
し
て
い
る
。
課
題
は

入
室
児
童
・
生
徒
の
増
加
に
よ
る

支
援
体
制
の
充
実
が
挙
げ
ら
れ
る
。

保
護
者
と
在
籍
校
と
連
携
を
し
て

登
校
復
帰
を
支
援
し
て
い
く
。

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

教
育
部
長
　

教
育
部
長
　

総
務
企
画
部
長

総
務
企
画
部
長

上
下
水
道
部
長

質
問

総
務
企
画
部
長

農
林
水
産
課
長
　

経
済
建
設
部
長
　

未
来
へ
繋
ぐ
子
育
て
支
援

質
問

子
育
て
支
援
課
長

質
問

市
民
部
長

質
問

教
育
部
長

教
育
部
長

豊
崎
護
岸
整
備
に
つ
い
て
　
　
　
　
　

道
路
課
長

質
問

教
育
部
長

未
来
へ
繋
ぐ
農
業
振
興
支
援
に

つ
い
て

豊
見
城
団
地
通
り
防
犯
灯

L
E
D
化
に
つ
い
て

児
童
・
生
徒
の
登
校
復
帰
支
援

に
つ
い
て

小
学
校
の
ク
ー
ラ
ー
設
置

に
つ
い
て



一 般 質 問

平成30年９月定例会　とみぐすく市議会だより● vol.1849

非核都市宣言 30 周年記念事業
市広報音声版の再発行

徒歩登校を更に推進し子どもたちの
忍耐力や基礎体力を育成しよう

日本共産党

豊政会

佐事　安夫

比嘉　彰

　
　
　

市
非
核
都
市
宣
言
は
平
成

元
年
10
月
５
日
で
す
。
来
年
度
が

30
周
年
に
な
り
ま
す
。
記
念
事
業

を
行
う
計
画
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
　

来
年
は
宣
言
を

し
て
30
周
年
を
迎
え
ま
す
。
本
市

の
非
核
平
和
の
取
り
組
み
は
、
平

成
21
年
３
月
に
平
和
市
長
会
議
に

加
盟
、
８
月
１
日
か
ら
15
日
ま
で

庁
舎
１
階
で
原
爆
写
真
を
展
示
、

原
爆
ポ
ス
タ
ー
展
を
実
施
、
未
来

を
担
う
子
ど
も
達
を
広
島
県
大
竹

市
と
平
和
大
使
交
流
事
業
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
特
に
記
念
事
業
の

計
画
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

　
　
　

30
周
年
に
ふ
さ
わ
し
い
行

事
を
し
て
も
ら
い
た
い
。
国
連
で

も
核
兵
器
禁
止
条
約
が
採
択
さ
れ

ま
し
た
。
広
島
、
長
崎
の
被
爆
者

が
去
年
か
ら
提
案
を
し
て
、
国
連

へ
提
出
す
る
署
名
活
動
を
し
て
い

ま
す
。
市
と
し
て
署
名
の
取
り
組

み
、
実
施
す
る
考
え
は
。

　
　
　
　
　
　
　

平
成
28
年
11
月

に
市
長
が
国
際
署
名
に
署
名
を
し

ま
し
た
。
原
爆
パ
ネ
ル
展
の
際
に

ヒ
バ
ク
シ
ャ
国
際
署
名
の
署
名
簿

を
添
え
置
い
て
、
職
員
が
常
時
い

て
、
市
民
が
い
つ
で
も
署
名
で
き

る
体
制
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
。

　
　
　

市
広
報
の
音
声
版
が
発
行

で
き
て
な
い
。
今
後
の
方
向
性
は
。

　
　
　

本
市
は
平
成
25
年
度
か
ら

徒
歩
登
校
を
推
進
す
る
と
う
た
っ

て
る
が
、
進
捗
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　
　

本
市
が
徒
歩
登
校
（

て
く
て
く
登
校
）
と
し
て
学
力
向

上
推
進
計
画
の
中
で
初
め
て
取
り

上
げ
ら
れ
た
の
が
平
成
24
年
度
か

ら
で
、
翌
平
成
25
年
度
に
は
市
広

報
紙
を
通
し
広
く
市
民
へ
の
通
知

が
な
さ
れ
、
現
在
ま
で
保
護
者
や

地
域
の
協
力
を
得
て
継
続
し
て
取

り
組
ま
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

現
在
の
て
く
て
く
登
校
の
実
施
状

況
は
、
小
中
学
校
11
校
の
徒
歩
登

校
率
は
75.8
％
と
な
っ
て
い
る
。
内

訳
は
、
小
学
校
82.1
％
、
中
学
校

59
％
で
す
。
小
学
校
で
は
学
年
が

上
が
る
に
つ
れ
、
徒
歩
登
校
率
は

高
く
な
っ
て
い
る
。
中
学
校
は
ほ

ぼ
同
じ
割
合
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　

徒
歩
登
校
の
メ
リ
ッ
ト
に

つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　
　

次
の
よ
う
な
メ
リ
ッ

ト
が
考
え
ら
れ
る
。
一
つ
目
は
、

徒
歩
登
校
で
体
が
目
覚
め
、
歩
く

こ
と
で
体
温
が
上
が
り
、
脳
が
活

性
化
し
、
一
校
時
目
か
ら
学
習
に

集
中
し
て
取
り
組
め
る
こ
と
。
二

つ
目
は
、
体
力
や
運
動
能
力
の
向

上
。
三
つ
目
は
、
歩
く
こ
と
で
季

節
の
移
り
変
わ
り
を
感
じ
た
り
、

豊
か
な
感
性
を
磨
く
こ
と
。
四
つ

目
は
、
子
ど
も
た
ち
の
危
険
予
知

能
力
、
危
険
回
避
能
力
が
育
つ
と

　
　
　
　
　
　
　

音
訳
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
再
開
に
検
討
し
て
き
ま
し

た
が
、
こ
の
た
び
音
訳
サ
ー
ビ
ス

を
扱
う
専
門
会
社
へ
の
委
託
補
正

予
算
を
計
上
す
る
方
針
で
す
。
今

回
の
補
正
予
算
は
10
月
号
以
降
発

行
さ
れ
る
経
費
で
す
。

　
　
　

当
初
の
完
成
予
定
は
平
成

30
年
３
月
15
日
、
工
事
が
大
幅
に

遅
れ
、
工
事
へ
の
直
接
損
害
、
工

事
以
外
の
被
害
が
出
て
い
る
。
建

設
工
事
紛
争
審
査
会
へ
の
調
停
は
、

意
見
の
違
い
は
、
金
額
は
幾
ら
か
。

　
　
　
　
　
　
　

県
建
設
工
事
紛

争
審
査
会
へ
の
調
停
は
調
整
中
で

あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
協
議
で
遅
延

日
数
に
つ
い
て
意
見
の
相
違
が
あ

り
ま
す
。
工
事
請
負
契
約
書
第
46

条
に
よ
り
、
請
負
代
金
か
ら
遅
延

日
数
に
応
じ
、
年
2.8
％
の
割
合
で

計
算
し
た
額
で
す
。

　
　
　

他
の
工
事
へ
の
影
響
に
よ

る
そ
れ
ぞ
れ
損
害
金
額
、
総
額
は
。

　
　
　
　
　
　
　

電
気
設
備
298
万

円
、
弱
電
設
備
186
万
円
、
衛
生
設

備
160
万
円
、
空
調
設
備
279
万
円
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
棟
工
事
200
万
円
、
駐

車
場
棟
689
万
円
、
サ
ー
バ
ー
工
事

２
件
825
万
円
、
合
計
２
千
637
万
円

で
す
。

考
え
ら
れ
る
。
交
通
ル
ー
ル
を
守

り
、
自
分
で
自
分
の
身
を
守
る
態

度
が
育
ま
れ
る
。
最
後
に
子
ど
も

の
よ
り
よ
い
教
育
環
境
の
た
め
に

地
域
の
き
ず
な
を
強
く
し
、
地
域

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
再
構
築
す

る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
。

　
　
　

徒
歩
登
校
す
る
際
に
気
に

な
る
の
が
距
離
と
時
間
で
す
が
、

本
市
で
一
番
登
校
距
離
の
長
い
学

校
は
ど
こ
か
伺
う
。

　
　
　
　
　

小
学
校
で
は
伊
良
波

小
学
校
区
の
字
瀬
長
で
2.2
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
。
中
学
校
で
は
伊
良
波
中

学
校
区
の
豊
崎
Ｂ
街
区
か
ら
約
3.2

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
な
っ
て
い
て
時

間
に
し
て
35
～
40
分
程
度
か
か
る
。

　
　
　

市
道
41
号
線
（
長
堂
自
治

会
）
か
ら
金
良
橋
を
越
え
た
南
風

原
町
道
（
津
嘉
山
）
に
お
い
て
水

た
ま
り
が
で
き
、
地
域
か
ら
苦
情

が
出
て
い
る
。
ま
た
、
南
部
農
林

高
校
の
生
徒
に
も
迷
惑
を
か
け
て

い
る
。
そ
こ
で
本
市
か
ら
南
風
原

町
に
道
路
整
備
を
要
請
す
る
こ
と

が
で
き
る
か
伺
う
。

　
　
　
　
　

議
員
指
摘
の
箇
所
に

つ
い
て
は
、
南
風
原
町
の
担
当
課

職
員
と
現
地
確
認
に
行
っ
た
と
こ

ろ
、
南
風
原
町
も
以
前
か
ら
水
た

ま
り
に
つ
い
て
は
把
握
し
て
お
り
、

何
度
か
応
急
処
置
を
し
て
き
た
が
、

問
題
解
消
に
至
ら
ず
、
改
修
工
事

を
実
施
し
終
了
し
た
と
こ
ろ
。

質
問

質
問

質
問

教
育
部
長

総
務
企
画
部
長

質
問

質
問

質
問

非
核
都
市
宣
言
30
周
年

総
務
企
画
部
長

補
正
を
組
ん
で
発
行
予
定

秘
書
広
報
課
長

新
庁
舎
工
事
の
遅
れ

質
問

総
務
企
画
部
長

質
問

総
務
企
画
部
長

質
問

教
育
部
長

教
育
部
長

道
路
課
長
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与
根
・
豊
崎
地
域
避
難
所

の
収
容
能
力
に
つ
い
て
、
３
万
３

千
793
人
の
市
民
が
避
難
さ
れ
る
と

い
う
状
況
が
わ
か
り
ま
し
た
。
沖

縄
で
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
強
の
地

震
が
発
生
し
た
場
合
に
、
市
が
今

抱
え
て
い
る
津
波
対
策
、
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
を
見
直
す
こ
と
が
必
要

だ
と
思
う
が
見
解
を
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
　

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
に
つ
い
て
は
、
本
年
度
見
直
し

を
す
る
予
定
で
す
。

　
　
　

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の

避
難
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
　

避
難
訓
練
で
は
、

日
頃
よ
り
地
域
住
民
が
お
互
い
顔

の
見
え
る
関
係
を
構
築
し
、
避
難

に
支
援
を
要
す
る
方
が
い
る
こ
と

を
認
識
し
た
上
で
声
を
か
け
あ
う

避
難
を
心
が
け
る
よ
う
推
奨
し
て

い
ま
す
。

　
　
　

監
視
カ
メ
ラ
を
設
置
し
た

場
所
に
つ
い
て
は
改
善
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
道
路
際
の
場
所
に
つ

い
て
は
依
然
不
法
投
棄
が
あ
る
。

市
は
今
後
ど
の
よ
う
な
対
策
を
考

え
て
い
る
か
伺
う
。

　
　
　
　
　

不
法
投
棄
重
点
パ
ト

ロ
ー
ル
マ
ッ
プ
を
作
成
し
監
視
体

制
の
強
化
を
考
え
て
い
ま
す
。

防
災
に
つ
い
て

安心安全な街づくりと
地域の見直しを、最優先に考える

待機児童や待機学童の対策は、
市と民間の連携強化が必要不可欠！

豊政会 

声論会

赤嶺　吉信

大田　正樹
　
　
　

小
規
模
保
育
園
を
増
や
す

考
え
が
あ
る
か
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
　

現
在
の
と
こ
ろ

小
規
模
保
育
施
設
公
募
の
予
定
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
　

公
私
連
携
認
定
こ
ど
も
園

と
い
う
独
特
の
制
度
に
課
題
が
あ

る
か
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　

公
私
連
携
に

つ
き
ま
し
て
は
待
機
児
童
対
策
を

進
め
る
中
、
こ
れ
ま
で
豊
見
城
こ

ど
も
園
を
試
行
的
に
運
営
し
て
お

り
、
次
年
度
７
園
の
移
行
実
施
に

向
け
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
課
題

と
し
て
は
、
大
規
模
な
修
繕
に
つ

い
て
は
修
繕
の
上
、
引
き
渡
す
必

要
が
あ
り
、
学
校
施
設
課
と
調
整

し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
法
人
が

加
入
す
る
福
祉
医
療
機
構
の
費
用

が
３
倍
に
な
る
課
題
な
ど
あ
り
ま

す
。

　
　
　

公
立
幼
稚
園
の
あ
る
沖
縄

独
特
の
制
度
で
す
か
ら
一
括
交
付

金
の
対
象
に
し
て
ほ
し
い
が
見
解

を
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
　

一
括
交
付
金
で

の
対
応
は
難
し
い
と
考
え
ま
す
が

引
き
続
き
県
と
連
携
し
な
が
ら
国

の
制
度
変
更
を
注
視
し
て
い
き
ま

す
。

　
　
　

次
に
課
題
と
し
て
は
古
い

幼
稚
園
の
場
合
火
災
通
報
シ
ス
テ

　
　
　

与
根
漁
港
施
設
内
に
隣
接

す
る
排
水
路
の
有
効
利
用
に
つ
い

て
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
　

ご
指
摘
の
箇
所

は
与
根
地
域
の
雨
水
排
水
の
放
流

先
と
な
っ
て
い
ま
す
。
与
根
一
帯

は
低
平
地
で
勾
配
が
な
い
こ
と
か

ら
、
地
域
の
雨
水
排
水
処
理
は
懸

案
事
項
と
な
っ
て
い
ま
す
。
複
合

施
設
等
の
事
業
展
開
か
ら
は
埋
め

立
て
を
前
向
き
に
検
討
し
て
い
き

た
い
が
、
地
域
排
水
処
理
の
観
点

か
ら
す
る
と
慎
重
な
検
討
を
要
す

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

　

・
民
泊
に
つ
い
て

ム
が
あ
り
ま
せ
ん
。
認
定
こ
ど
も

園
と
な
る
と
設
置
義
務
が
生
じ
ま

す
。
負
担
を
民
間
任
せ
で
い
い
の

か
。
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
　

こ
ど
も
園
移
行

に
伴
っ
て
新
た
な
通
報
装
置
が
必

要
に
な
っ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

協
定
等
の
協
議
の
上
、
公
私
連
携

工
事
に
お
い
て
設
置
整
備
し
て
頂

く
も
の
で
す
が
そ
う
い
っ
た
も
の

も
調
整
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
　
　

次
年
度
の
待
機
学
童
見
込

み
状
況
と
対
策
を
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
　

Ｈ
30
年
５
月
時

点
の
待
機
学
童
数
は
全
体
で
44
人

と
な
っ
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
待

機
学
童
が
多
く
発
生
し
そ
う
な
地

域
は
、
ゆ
た
か
小
学
校
区
、
ま
た

豊
見
城
小
学
校
区
に
つ
い
て
は
待

機
学
童
が
増
加
す
る
事
が
予
想
さ

れ
て
い
ま
す
。
ゆ
た
か
小
学
校
区

の
対
策
は
Ｈ
31
年
４
月
に
上
田
児

童
ク
ラ
ブ
が
開
所
予
定
。
豊
見
城

小
学
校
区
に
つ
い
て
は
同
地
区
内

ク
ラ
ブ
が
１
ク
ラ
ス
増
や
す
計
画

と
、
新
規
事
業
者
に
よ
る
児
童
ク

ラ
ブ
開
所
予
定
計
画
が
あ
り
、
最

大
80
名
程
度
の
受
け
入
れ
増
加
を

目
標
と
し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

　

・
保
育
料
未
納
繰
越
分
に
つ
い
て

福
祉
健
康
部
長

総
務
企
画
部
長

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

総
務
企
画
部
長

不
法
投
棄
に
つ
い
て

市
民
部
長

排
水
路
の
有
効
活
用
に
つ
い
て

農
林
水
産
課
長

保
育
行
政
に
つ
い
て

保
育
幼
稚
園
参
事

福
祉
健
康
部
長

質
問

福
祉
健
康
部
長

学
童
に
つ
い
て

福
祉
健
康
部
長

道路沿いに目立つ、不法投棄の現状
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宜保市長は公人です！
追求されて当然！

補助金に頼れない政策の実現には、
潤沢な自主財源が必要

豊政会

会派所属なし

新垣　亜矢子

大田　善裕

　
　
　

副
市
長
解
職
の
真
相
は
。

　
　
　

役
員
会
で
当
時
副
市
長
が

事
実
と
違
う
発
言
を
し
、
そ
の
後
、

市
長
室
で
私
に
封
筒
を
見
せ
「
出

る
と
こ
ろ
に
出
る
」
と
い
う
発
言

で
、
行
政
運
営
を
一
緒
に
や
っ
て

い
く
こ
と
は
で
き
な
い
と
強
く
感

じ
、
前
副
市
長
に
辞
表
を
出
す
よ

う
促
し
た
が
、
拒
否
し
た
の
で
解

職
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

　
　
　

中
身
は
何
だ
っ
た
の
か
。

　
　
　

中
身
は
見
て
い
ま
せ
ん
。

　
　
　

後
援
会
の
役
員
は
中
身
を

知
っ
て
い
ま
す
。
市
長
の
今
ま
で

の
行
動
が
時
系
列
で
書
か
れ
て
い

た
。
私
達
は
そ
れ
を
真
実
と
し
て

市
長
に
追
及
し
て
き
た
。
そ
れ
は

わ
か
っ
て
い
た
か
。

　
　
　

見
て
も
聞
い
て
も
な
い
。

　
　
　

見
て
も
い
な
い
も
の
を
条

件
に
副
市
長
の
辞
職
を
求
め
る
の

は
お
か
し
な
話
。
市
長
の
行
動
言

動
、
金
銭
問
題
に
関
し
て
、
ご
自

分
は
指
摘
さ
れ
た
こ
と
は
何
も
改

善
・
解
決
し
て
い
な
い
。「
３
期
目

を
支
え
る
た
め
に
直
し
な
さ
い
」

と
言
っ
た
こ
と
を
直
せ
な
か
っ
た

こ
と
が
今
回
の
問
題
。
私
達
は
責

任
を
と
る
と
い
う
意
味
で
「
手
を

下
げ
、
一
緒
に
新
し
い
候
補
者
を

応
援
し
て
欲
し
い
」
と
お
願
い
し

た
。
ご
自
分
が
や
っ
た
こ
と
の
責

任
は
ど
う
や
っ
て
取
る
の
か
。

　
　
　

具
体
的
な
答
弁
は
控
え
た

　
　
　

自
由
度
の
高
い
財
政
運
営

を
実
現
す
る
観
点
か
ら
「
ふ
る
さ

と
納
税
」
に
つ
い
て
伺
う
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

ふ
る
さ
と
納
税

の
実
績
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
制

度
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
平
成
20
年

度
か
ら
の
実
績
と
し
て
、
平
成
20

年
度
寄
付
件
数
４
件
、
寄
付
額
26

万
５
千
円
、
平
成
21
年
度
寄
付
件

数
１
件
、
寄
付
金
額
５
千
円
、
平

成
22
年
度
寄
付
件
数
２
件
、
寄
付

金
額
２
万
４
千
円
、
平
成
23
年
度

寄
付
件
数
５
件
、
寄
付
金
額
168
万

７
千
円
、
平
成
24
年
度
寄
付
件
数

６
件
、
寄
付
金
額
107
万
１
千
円
、

平
成
25
年
度
寄
付
件
数
８
件
、
寄

付
金
額
237
万
３
千
円
、
平
成
26
年

寄
付
件
数
80
件
、
寄
付
金
額
544
万

６
千
円
、
平
成
27
年
度
寄
付
件
数

218
件
、
寄
付
金
額
1
千
20
万
５
千

円
、
平
成
28
年
度
寄
付
件
数
244
件
、

寄
付
金
額
546
万
１
千
円
、
平
成
29

年
度
寄
付
件
数
806
件
、
寄
付
金
額

５
千
615
万
１
千
円
で
す
。

　
　
　

平
成
28
年
か
ら
平
成
29
年

度
に
は
約
10
倍
の
伸
び
に
な
っ
て

い
ま
す
が
、
そ
の
要
因
を
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
　

本
市
で
は
、
ふ

る
さ
と
納
税
の
収
入
増
へ
向
け
た

取
り
組
み
と
い
う
形
に
な
り
ま
す

が
、
周
知
と
広
報
活
動
に
つ
い
て

強
化
を
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま

い
。

　
　
　

チ
ラ
シ
に
「
借
金
は
正
当

な
計
画
に
基
づ
き
返
済
さ
れ
て
い

る
の
で
詐
欺
罪
に
は
当
た
ら
な

い
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
認

識
で
い
い
か
。

　
　
　

個
人
的
な
こ
と
。
こ
こ
で

の
発
言
は
控
え
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　
　
　

市
長
は
公
人
。
政
治
家
は

追
及
さ
れ
て
当
た
り
前
。
覚
悟
を

持
っ
て
返
事
を
し
て
く
だ
さ
い
。

市
長
に
お
金
を
貸
し
、
ま
だ
１
円

も
返
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
社
長

の
怒
り
の
声
が
あ
る
。
正
当
な
計

画
と
は
ど
う
い
う
計
画
か
。

　
　
　

個
人
的
な
こ
と
な
の
で
、

こ
こ
で
の
発
言
は
控
え
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　
　
　

身
内
会
社
の
た
め
に
口
利

き
を
繰
り
返
し
た
の
は
、
市
長
の

宜
保
晴
毅
と
い
う
こ
と
で
い
い
か
。

　
　
　

こ
こ
で
の
発
言
は
控
え
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
　

口
利
き
し
た
の
を
認
め
た

の
に
何
で
答
弁
を
拒
否
す
る
の
か
。

宜
保
晴
毅
が
も
し
市
長
で
な
か
っ

た
ら
、
企
業
の
皆
さ
ん
は
身
内
の

会
社
に
借
金
の
依
頼
を
し
て
も
応

じ
て
く
れ
た
と
思
い
ま
す
か
。

　
　
　

こ
こ
で
の
発
言
は
控
え
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

す
。
本
市
の
魅
力
を
全
国
的
に
Ｐ

Ｒ
す
る
た
め
、
前
年
度
、
平
成
29

年
度
よ
り
ふ
る
さ
と
納
税
の
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト
運
営
事
業
者
と
連
携

し
、
本
市
の
Ｐ
Ｒ
を
図
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
影
響
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
　
　
「
ふ
る
さ
と
納
税
」の
税
法

上
の
特
徴
を
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
　

ふ
る
さ
と
納
税

は
、
自
分
の
生
ま
れ
た
故
郷
や
応

援
し
た
い
自
治
体
な
ど
、
ど
の
自

治
体
に
対
す
る
寄
付
で
も
対
象
に

な
る
制
度
で
す
。
都
道
府
県
や
市

区
町
村
に
対
し
て
ふ
る
さ
と
納
税

を
す
る
と
、
ふ
る
さ
と
納
税
額
の

う
ち
２
千
円
を
超
え
る
部
分
に
つ

い
て
、
一
定
の
上
限
ま
で
所
得
税

と
住
民
税
か
ら
全
額
が
控
除
さ
れ

ま
す
。

「稼ぐ力」で新しいとみぐすくをつくろう。

行
財
政
改
革
に
つ
い
て

企
画
財
政
課
長

企
画
財
政
課
長

企
画
財
政
課
長

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

市
長

市
長

市
長

市
長

市
長

市
長

市
長

市
長
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生活保護や就学援助は必要な方々に
支援が届いていません！

あらたに生じた土地も含め
隣接地計画の再考を…

日本共産党

声論会

瀬長　宏

外間　剛

　
　
　

生
活
保
護
の
他
市
10
市
の

平
均
及
び
本
市
の
保
護
率
に
つ
い

て
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
　

他
10
市
の
平
均

保
護
率
は
24.4
‰
と
な
り
、
豊
見
城

市
の
保
護
率
は
10.9
‰
で
す
。

　
　
　

千
人
当
た
り
豊
見
城
市
は

10
人
、
ほ
か
の
市
の
平
均
は
24
人

生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
状
況
で

他
市
に
比
べ
て
低
い
と
い
う
認
識

は
持
っ
て
い
ま
す
か
。

　
　
　

そ
れ
が
一
概
に
悪
い
と
は

思
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
　
　

就
学
援
助
も
他
10
市
の
平

均
、
そ
し
て
市
の
援
助
率
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
伺
う
。

　
　
　
　
　

10
市
の
平
均
23.4
％
、

本
市
は
13.8
％
で
す
。

　
　
　

共
働
き
で
な
い
と
認
め
な

い
、
持
ち
家
だ
っ
た
ら
認
め
な
い

ほ
か
の
自
治
体
で
や
っ
て
い
な
い

壁
を
つ
く
っ
て
い
る
。
こ
う
い
う

こ
と
を
や
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　

審
査
の
一
部
と
し
て

参
考
に
し
て
い
ま
す
。

　
　
　

第
三
者
委
員
会
の
調
査
報

告
書
で
、
教
育
委
員
会
の
対
応
を

失
態
と
指
摘
さ
れ
た
が
、
反
省
す

る
考
え
は
あ
る
か
伺
う
。

　
　
　
　
　

失
態
に
つ
い
て
、
い

じ
め
防
止
対
策
推
進
法
第
28
条
第

１
項
第
１
号
に
定
め
る
重
大
事
態

　
　
　

饒
波
川
改
修
工
事
に
伴
い
、

「
あ
ら
た
に
生
じ
た
土
地
の
確
認
、

字
の
区
域
の
変
更（
区
域
編
入
）」

に
係
る
議
案
が
あ
り
、
議
会
承
認

を
経
て
編
入
し
、
登
記
し
た
い
旨

の
事
前
説
明
を
受
け
た
が
、
承
認

後
の
登
記
手
続
の
時
期
及
び
そ
れ

以
外
に
も
何
ら
か
の
必
要
手
続
が

あ
る
か
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
　

県
土
建
部
河
川

課
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
登
記
は

予
算
の
都
合
が
あ
り
次
年
度
に
予

定
、
そ
の
他
の
手
続
は
特
に
な
く
、

河
川
区
域
変
更
に
よ
る
廃
川
敷
地

等
の
発
生
と
し
て
、
平
成
30
年
７

月
６
日
付
沖
縄
県
告
示
第
297
号
で

廃
川
が
示
さ
れ
て
い
る
。
本
市
は

議
会
承
認
を
経
て
、
「
あ
ら
た
に

生
じ
た
土
地
の
確
認
及
び
字
区
域

の
変
更
」
の
告
示
を
す
る
。

　
　
　

将
来
、
本
市
へ
移
管
予
定

の
土
地
に
な
る
の
か
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　

譲
与
の
可
能

性
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
県
と
協

議
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
　
　

ハ
ー
ド
ル
の
高
い
事
業
に

な
る
が
、
「
あ
ら
た
に
生
じ
た
土

地
を
家
屋
建
築
の
で
き
る
整
備
を

し
、
県
道
拡
幅
事
業
等
に
係
る
地

権
者
の
代
替
地
と
し
て
県
に
働
き

か
け
る
考
え
は
な
い
か
伺
う
。

の
認
定
を
す
べ
き
で
あ
っ
た
と
、

い
じ
め
問
題
専
門
委
員
会
が
判
断

を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
内

容
を
含
め
受
け
と
め
た
い
。

　
　
　

こ
の
報
告
書
を
受
け
入
れ

る
と
い
う
姿
勢
が
見
ら
れ
ま
せ
ん
。

そ
の
中
で
５
件
は
報
告
書
で
い
じ

め
と
認
定
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
つ

い
て
認
め
ま
す
か
。

　
　
　
　

大
変
残
念
な
こ
と
で
あ

り
ま
す
が
、
し
っ
か
り
と
受
け
と

め
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　

こ
れ
も
受
け
入
れ
な
い
、

そ
う
い
う
姿
勢
で
す
。
い
じ
め
の

認
識
が
文
科
省
が
示
し
て
い
る
指

針
、
そ
れ
に
沿
っ
て
い
な
い
、
ず

れ
て
い
る
。
教
育
行
政
の
指
導
の

あ
り
方
に
大
変
問
題
が
あ
る
と
い

う
報
告
書
に
な
っ
て
い
ま
す
。
教

育
長
は
そ
の
辺
は
認
め
ま
す
か
。

　
　
　
　

答
申
書
に
つ
き
ま
し
て

は
し
っ
か
り
受
け
と
め
た
い
。

　
　
　

こ
れ
も
ま
た
受
け
と
め
た

い
で
、
受
け
入
れ
る
と
い
う
わ
け

に
は
い
か
な
い
よ
う
で
す
。
適
宜

適
切
に
対
応
が
な
さ
れ
て
い
れ
ば

本
件
児
童
に
対
す
る
い
じ
め
を
相

当
程
度
減
少
さ
せ
、
つ
ま
り
事
故

を
防
止
で
き
た
可
能
性
は
十
分
に

認
め
ら
れ
る
と
考
え
る
と
。
こ
れ

は
認
め
ま
せ
ん
か
。

　
　
　
　

個
別
事
項
に
対
し
意
見

や
評
価
を
述
べ
る
立
場
に
な
い
の

が
教
育
委
員
会
の
立
場
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　

豊
見
城
市
、
高

安
地
区
計
画
と
い
う
こ
と
で
道
路
、

公
園
緑
地
等
に
位
置
づ
け
都
市
計

画
決
定
が
な
さ
れ
て
お
り
、
公
共

事
業
の
代
替
地
と
し
て
県
に
働
き

か
け
る
考
え
は
な
い
。

　
　
　

考
え
て
な
い
と
の
こ
と
だ

が
、
あ
ら
た
に
生
じ
た
土
地
、
河

川
管
理
道
路
、
民
間
地
を
活
用
し

て
区
画
整
理
を
基
本
と
す
る
宅
地

開
発
推
進
の
考
え
は
な
い
か
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
　

こ
の
地
区
は
、

中
心
市
街
地
区
画
整
理
事
業
を
費

用
等
の
問
題
で
縮
小
し
た
部
分
、

そ
れ
以
外
は
地
区
計
画
で
道
路
、

公
園
等
の
設
置
を
行
っ
た
部
分
で

今
後
、
区
画
整
理
と
の
こ
と
で
あ

れ
ば
、
詳
細
な
情
報
は
現
存
な
い

が
、
そ
の
意
思
が
あ
れ
ば
改
め
て

詳
細
な
調
整
を
考
え
た
い
。

　
　
　

市
道
32
号
線
沿
い
の
擁
壁

改
修
工
事
の
進
捗
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
　

平
成
29
年
度
に

実
施
設
計
を
済
ま
せ
、
工
事
発
注

準
備
を
し
て
い
る
段
階
で
あ
る
。

　
　
　

時
期
的
な
も
の
を
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
　

工
事
発
注
を
11

月
上
旬
に
予
定
し
て
お
り
、
工
期

に
つ
い
て
は
、
11
月
中
旬
か
ら
来

年
3
月
末
の
予
定
で
あ
る
。

い
じ
め
に
よ
る
自
殺
に
つ
い
て

教
育
部
長

教
育
部
長

教
育
部
長

福
祉
健
康
部
長

総
務
企
画
部
長

都
市
計
画
部
長

都
市
計
画
部
長

経
済
建
設
部
長

経
済
建
設
部
長

市
街
地
整
備
課
長

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

市
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長

あ
ら
た
に
生
じ
た

土
地
の
確
認
に
つ
い
て

行
政
が
行
う
個
人
所
有
地

改
修
工
事
に
つ
い
て
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平均年齢38才と若い人が多い
本市の子育て支援について 豊政会

赤嶺　勝正
　
　
　

平
成
27
年
度
か
ら
平
成
30

年
度
ま
で
の
「
お
ね
が
い
会
員
」

と
「
ま
か
せ
て
会
員
」「
ど
っ
ち

も
会
員
」
の
推
移
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
　

平
成
27
年
度
は

「
お
ね
が
い
会
員
」
457
人
、「
ま
か

せ
て
会
員
」
26
人
、「
ど
っ
ち
も

会
員
」
３
人
で
、
合
計
486
人
の
会

員
数
と
な
っ
て
い
ま
す
。
平
成
28

年
度
は
「
お
ね
が
い
会
員
」
540
人
、

「
ま
か
せ
て
会
員
」
45
人
、「
ど
っ

ち
も
会
員
」
６
人
で
、
合
計
591
人

で
前
年
比
105
人
増
の
会
員
数
と

な
っ
て
い
ま
す
。
平
成
29
年
度
は

「
お
ね
が
い
会
員
」
624
人
、「
ま
か

せ
て
会
員
」
55
人
、「
ど
っ
ち
も

会
員
」
18
人
で
、
合
計
697
人
で
前

年
比
106
人
増
の
会
員
数
と
な
っ
て

い
ま
す
。
平
成
30
年
度
は
７
月
末

時
点
で
、「
お
ね
が
い
会
員
」
663
人
、

「
ま
か
せ
て
会
員
」
59
人
、「
ど
っ

ち
も
会
員
」
17
人
で
、
合
計
739
人

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　

子
育
て
を
す
る
親
に
と
っ

て
大
変
助
か
る
制
度
で
あ
り
、
ど

ん
ど
ん
会
員
数
が
増
え
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
す
。
そ
れ
で
は
次
に
、

平
成
27
年
度
か
ら
、
平
成
30
年
度

ま
で
の
実
績
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
　

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
間
に
お
け
る
援

助
活
動
実
績
に
つ
い
て
、
平
成
27

年
度
は
合
計
１
千
311
件
、
平
成
28

年
度
は
合
計
１
千
210
件
で
、
前
年

比
101
件
減
、
平
成
29
年
度
は
１
千

862
件
で
前
年
比
652
件
の
増
と
な
っ

て
い
ま
す
。
平
成
30
年
度
は
７
月

末
時
点
の
実
績
で
514
件
と
な
っ
て

お
り
、
会
員
数
も
増
加
傾
向
に
あ

る
こ
と
か
ら
、
援
助
活
動
実
績
は

今
後
も
増
え
る
こ
と
が
見
込
ま
れ

ま
す
。

　
　
　

で
は
、
市
民
が
さ
ら
に
利

用
し
や
す
く
す
る
た
め
に
、
利
用

料
の
負
担
軽
減
、
ま
か
せ
て
会
員

の
報
酬
費
の
増
額
は
図
れ
な
い
か

伺
う
。

　
　
　
　
　
　
　

市
民
の
声
、
多

く
の
要
望
が
あ
れ
ば
、
今
後
検
討

し
て
い
き
た
い
。

　
　
　

本
市
で
の
風
し
ん
対
策
に

つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
　

本
市
で
は
予
防

接
種
法
に
基
づ
き
、
１
歳
と
就
学

前
の
お
子
様
を
対
象
に
、麻
し
ん
・

風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
費

用
助
成
を
行
っ
て
お
り
、
個
別
に

通
知
し
て
い
ま
す
。そ
の
他
、ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
情
報
提
供
と
、
妊
娠

の
希
望
者
へ
の
注
意
喚
起
を
行
っ

て
い
ま
す
。

福
祉
健
康
部
長

福
祉
健
康
部
長

福
祉
健
康
部
長

福
祉
健
康
部
長

質
問

質
問

質
問

質
問

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

に
つ
い
て

ようこそ豊見城市へ！　行政視察受け入れ状況
　毎年、全国各地の議会から、本市の取り組み状況や市内の関連施設について、視察に訪れます。なお、視察の際
には議長、議会事務局、各関係課等で対応し説明を行っております。来訪都市、視察内容について、ご紹介します。

視 察 時 期

●平成30年度視察受け入れ状況（平成30年9月～平成30年11月）

平成30年10月4日

平成30年11月15日

栃木県小山市議会

兵庫県議会

東洋経済新聞社の全国都市成長力ランキング1位について

全都市／成長力ランキング上位維持まちづくり

5

11

1

4

議 会 名 視 察 内 容
視 察 人 数

議 員 等 職 員

栃木県小山市議会（総務常任委員会）

※平成30年度の視察受け入れ件数は、11月末時点で5件になります。

兵庫県議会（建設常任委員会）

とみぐすく
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一般質問掲載の道路場所の確認方法について
　議会だよりでは、定例会において各議員が一般質問した内容（一部抜粋）を掲載しており、毎回、市内の
道路整備等について、複数の議員が一般質問で取り上げており、議会だよりにもその質問内容を掲載しており
ます。
　また、市民の方からは、議会だよりで市道○○号と掲載しても、位置・場所等が無いとわからないという声
がこれまでもありました。
　そこで、議会だより調査特別委員会は、位置・場所の掲載について検討した結果、豊見城市ホームページ
に掲載されている「平成２９年度 豊見城市路線網図（ＰＤＦ）」を案内することで、市民の方からの声に応え
れたらと思います。
　これからも、より多くの市民の皆様に、分かりやすく、興味をもって読んでいただける紙面づくりを目指してい
きますので、どうぞよろしくお願いします。

豊見城市路線綱図 検 索

議会におけるタブレット端末の導入について
　本市議会では、９月定例会より、タ
ブレット端末を使用し、議会運営を行っ
ています。
　タブレット端末には、議案書をはじ
め、予算決算審査に必要な資料、通
知文書等がデータで掲載されており、
また、議会中等においてもインターネッ
トによる検索も簡易に出来る等、ぺー
パーレス化による印刷コスト削減や、
利便性の向上が図られております。
　今後も、上記目的の他、議員の調
査研究を補佐・支援するために、行
政計画書等のデータ掲載を予定して
おります。９月定例会の議場において
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　本市では、平成３１年１月４日から、新庁舎で全業務を開始いたします。（１月以降の議会は、新議場での開会と
なります。）
　今回は、新議場等のオープンに先駆け、一部ご紹介したいと思います。
　実際にご覧になりたい方は、 ぜひ市民見学会へお越し下さい。
　「新庁舎の市民見学会」　平成３０年１２月９日（日）　１０：００〜１６：００

議場（議長席、議席 等） 傍聴席（一般席６０席、報道関係者席４席）

新庁舎の議会フロア ご紹介♪

　傍聴席には、スロープを利用し入ることも可能で、車椅子でも傍聴可能なスペースを配備しております。
また、５階に優先トイレも配備されており、バリアフリーに配慮しております。
　その他、議会傍聴等に関するお問い合わせに関しては、議会事務局（Tel.098-850-0025）まで。
　※市ホームページにて、議会インターネット中継を平成３１年２月から予定しています。

　平成３０年１１月２１日（水）、沖
縄県市議会議長会主催による

「平成３０年度市議会議員・職
員研修会」が開催されました。
　「地方（沖縄）議会から日本を
変える」と題して、早稲田大学
名誉教授、早稲田大学マニュフ
ェスト研究所顧問の北川正恭
氏の講演もあり、県内１１市から
多くの市議会議員、市職員が
参加しました。

平成30年度市議会議員・職員研修会が開催されました
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原案可決

原案可決

原案可決

議案第43号
平成30年度豊見城市一般会計補正予算（第２号）

○補正予算の内容（追加案件の一部）

議案第48号
豊見城市役所の位置を変更する条例の制定について

議案第50号
豊見城市県道豊見城糸満線沿岸地区地区計画区域内に
おける建築物の制限に関する条例の制定について

　歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ６，１９８万３千円を減額し、予算総額を２５８億８，４７１万
４千円とするとともに、債務負担行為及び地方債の補正を行いました。

　豊見城市新庁舎建設事業の執行に伴い、地方自治法第４条第１項の規定に基づき豊見城市役所の
位置を変更する条例を制定しました。

　県道豊見城糸満線沿線地区地区計画の決定に伴い、県道豊見城糸満線沿線地区地区計画区域内
における建築物の制限等について条例を制定しました。

９月 定例会の審議結果
● 予算案　　 　 　４件

● 条例案　　 　 　５件

● その他議案　     ７件

● 報告　　　  　   ６件

● 意見書案　　　  ２件

● 陳情　　 　　    ３件

　平成 30 年９月定例会は、９月11日（火）〜９月 27 日（木）までの
17 日間の会期で開催されました。
　議案等を審議し、議決しましたので、その一部を紹介します。他の
議案等の審議結果については、豊見城市議会ホームページよりご覧く
ださい。

・市広報紙音声版作製委託料
・新庁舎警備委託料
・宜保区画整理事業清算金
・公民連携研修委託料
・自治体情報セキュリティ向上サービス使用料
・住基システム旧姓併記改修委託料

・コンビニ交付システム旧姓併記改修委託料
・とよみ小学校児童クラブ測量等調査委託料
・法人立認可保育園施設修繕費補助金
・対面相談会業務委託料
・学校内ネットワーク保守委託料
・座安小学校創立 110 周年記念事業補助金

予算案

条例案
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適　　任

採
　
　
択

原案可決

諮問第3号
人権擁護委員候補者の推薦について

陳情第8号

陳情第10号

陳情第11号

意見書案第2、3号
すべての沖縄のこどもたちの笑顔のためにこども医療費助成制度の拡充
を求める意見書

豊見城市道6号線と那覇市具志27号線の連結整備
に関する陳情

県産品の優先使用について（要請）

すべての沖縄の子どもたちの健やかな成長のために
こども医療費助成制度の拡充を求める陳情書

　赤嶺静氏を人権擁護委員候補者として推薦することを適任としました。

【意見書案第２号】
　沖縄県のこども医療費制度において、本土との格差是正を早期に実現するよう求める意見書を国の関
係行政庁へ提出しました。

１．こどもの医療費助成制度を現物給付にした市町村の国保への国庫補助の削減（ペナルティー）　　
　 は、すべて廃止すること。
２．どの地域に住んでいても、少なくとも義務教育の間は、こどもの医療を受ける権利を保障する　
　 ために、国の制度として中学校卒業まで国の医療費無料制度を早期に実現すること。 

【意見書案第３号】
　沖縄県知事職務代理者、沖縄県副知事あてに、国が制度化を図るまで県の制度として医療費無料制
度の拡大拡充を実現するよう求める意見書も提出しています。

１．こどもの医療費助成制度を現物給付にした市町村の国保への国庫補助の削減（ペナルティー）　　
　 は、すべて廃止するよう国に強く求めること。
２．国の制度として中学校卒業まで国の医療費無料制度を早期に実現するよう国に求めること。
３．国の制度化ができるまで、県の制度として、中学校卒業まで、所得制限なし、一部負担なし、
　 現物給付で医療費無料制度の拡大拡充を、県と市町村が協力して早期に実現すること。

人事案

陳　情

意見書案
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市議会の日程等詳しい情報は、豊見城市議会のホームページをご覧ください。　 検  索豊見城市議会

議会傍聴のご案内

トミッキー

　本会議は誰でも傍聴することがで

きます。会議当日、傍聴者名簿に住

所・氏名等を記入するだけの簡単な

手続きです。

　市議会の活動を知るよい機会とな

りますので、ぜひお越しください。

　昨年９月の「議会だより」Vol.179より紙面をリニューアルし
発行しております。準備期間に約２年をかけ、全国の市町村議
会広報誌を参考に、豊見城市議会に合った紙面作りを心掛
けて参りましたがいかがでしょうか。新しく取り組んだ高校生
インタビューも今回で市内県立高校３校を済ませました。取
材で印象に残ったのは「18歳選挙権があっても、議員が何を
しているのか全然わからないし興味が無いから、選挙に行か
ないかも…」という言葉。これこそが正に市民の声！と真摯に
受け止め、今後も改善をしながら「議会とは」「政治とは」「議
員とは」どのような活動をしているのかをお伝え出来るよう、よ
り多くの方々に興味を持って読んでいただける紙面作りを目
指して参りますので、是非、ご注目頂きますようよろしくお願い
いたします。

新垣亜矢子
議会だより調査特別委員会
【委員長】新垣亜矢子　　【副委員長】佐事安夫
【委   員】比嘉彰　仲田政美　新垣繁人

編 集 後 記

９月定例会の
傍聴人数は
43人でした。

平成30年7月豪雨被害に対する義援金について
平成30年7月に発生した豪雨被害に対する義援金を、8月24日付、豊見城市議会として、
全国市議会議長会へ21万円をお振込いたしました。義援金については、被災地域の支
援のために拠出されました。被災地の一日も早い復旧と復興をご祈念申し上げます。

平成31年2月22日任期満了に伴う豊見城市議会議員選挙が
下記の日程で執行されることになりました。

あなたの一票が未来を創る！

みんなで選挙へ行こう！！
～ 投票は１８歳から ～

豊見城市議会議員選挙
　　  平成31年2月10日（日）投票日
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印刷物が生み出す「効果」を第一に考えます。

①スマホまたはタブレットで上記QRコードより
　無料アプリ“COCOAR2”をダウンロード。
②COCOAR2を起動し、この広告面をスキャン
　すると動画を見ることができます。

広   告

広   告
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